
清水高原(きよみずこうげん)歳時記（高原の 365 日）  NO 10－６ 

≪長野県山形村≫(やまがたむら) 
ねずこ下駄で家の廻りの散歩道を歩く   2013年10月6日   澤田 繁 著 

  

 今年の春、ストーブ仲間から端材があるからとの誘 

いを受け貰いにいきました。 

端材は、ねずこ下駄・製造販売の長野県朝日村の三 

村木工所の端材置き場に積まれたもので、木曽五木の 

ひとつ「ねずこ」の木でした。 

 ここ 1週間、この端木をストーブで燃やすため、丸 

のこ切りで切ってみたり、小型のチェーンソーで切っ下駄を買いました、家では時 

たりして、ようやく残り 3分の一（写真の量）になり 

ました。 

 ねずこ下駄は、端材を貰ったこの木工所で 2年前に 

買ったものです、買ってから時折履いています。 

 昭和 23年生まれの私は、下駄で育った年代でした。 

                            小学校時代の履き物の記憶はあまりありませ

んが、家で遊ぶ時などは下駄だった気がする程

度です。中学時代は小学校が家のすぐ近くだっ

たのに 1.2km もの距離を歩くはめになったの

ですが、小学校通学が近くのせいで時間ぎりぎ

りにいつも家を出るくせが抜けず、毎日下駄を

履いて、小走りときには大走りで 3年間通った

記憶が鮮明にあります。高校時代は 3km もあ

りましたので自転車通学、下駄がほとんどのよ

うな気がする。大学 1年までは家から通ってい

ましたが、2年からは下宿先からバイク通学に

なってから下駄を履くのが少なくなった。 

                             

清水高原の家の廻りに道をつけだしたのが、平成 

10年の雨氷害で折れた松の木が屋根に直撃したこと 

できこりの人に頼んで周りの木を伐採してからです。 

 最初は伐採した唐松を土台に組そこにコンパネを 

張った道を作り、そこから延びるように写真のよう 

な道をつけていきました。道は徐々に延長されてい 

き、林の中に散歩道が何本も出来てしまいました。 

このキノコの時期の散歩は、下駄を履きながら、 

ちょっと音をたてながら、目はキノコを探しなが 

らゆっくりと歩く、気分爽快。 

 

歳時記ホームはこちら 

http://www.go.tvm.ne.jp/~sawada/saijiki/saijikihome.htm  
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